






要約:胎児異常のより有効なスクリーニングシステムの開発を目的として,過去 7年間の東

大産婦人科の奇形症例について各疾患別に出生前診断の有無や診断に至る所見及び胎児管

理に関する検討を行なった。胎児奇形症例の予後を改善するために,今後奇形診断のスクリ

ーニングシステム・エキスパートシステムの開発が重要であると考えられた。 


